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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　無線通信システムにおいて複数のタイプのデータを同時に送信するための方法におい
て、
　第１の信号処理スキームに従って第１のタイプのデータを受信して処理し第１のペイロ
ードを発生することと、
　第２の信号処理スキームに従って第２のタイプのデータを受信して処理し第２のペイロ
ードを発生することと、
　前記第１のタイプのデータを送信するために使用される送信間隔内に第１の区画を定義
し、第２のタイプのデータを送信するために使用される送信間隔内に第２の区画を定義す
ることであって、前記第１と第２の区画は、区画パラメーターにより定義されることと、
　より短い長さを有するチャネル化符号を介して前記第１のペイロードにより要求される
送信間隔を超える送信間隔に対して特定の容量を選択することであって、前記第１の区画
および前記第２の区画は一部分前記選択された容量に基づいて定義されることと、
　前記第１および第２のペイロードをそれぞれ前記第１および第２の区画に多重化するこ
とと、
　前記多重化された第１および第２のペイロードを送信することと、
　前記多重化された第１または第２のペイロードまたはその両方を受信するように指定さ
れた装置に前記区画パラメーターをシグナリングすることと、
を備えた方法。
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【請求項２】
　送信ソースに隣接するための前記第２の区画は時間において合わせられるように定義さ
れる、請求項１の方法。
【請求項３】
　送信ソースに隣接するための前記第２の区画は、前記第２の区画が時間的に重畳するよ
うに定義される、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記第２の区画のための送信電力は、前記第１の区画のための送信電力以下に等しくな
るように維持される、請求項１の方法。
【請求項５】
　無線通信システムにおいて複数のタイプのデータを同時に送信するための装置において
、
　第１の信号処理スキームに従って第１のタイプのデータを受信して処理し第１のペイロ
ードを発生する手段と、
　第２の信号処理スキームに従って第２のタイプのデータを受信して処理し第２のペイロ
ードを発生する手段と、
　前記第１のタイプのデータを送信するために使用される送信間隔内に第１の区画を定義
し、第２のタイプのデータを送信するために使用される前記送信間隔内に第２の区画を定
義する手段であって、前記第１と第２の区画は、区画パラメーターにより定義される、手
段と、
　より短い長さを有するチャネル化符号を介して前記第１のペイロードにより要求される
送信間隔を超える送信間隔に対して特定の容量を選択する手段であって、前記第１の区画
および前記第２の区画は一部分前記選択された容量に基づいて定義される、手段と、
　前記第１および第２のペイロードをそれぞれ前記第１および第２の区画に多重化する手
段と、
　前記多重化された第１および第２のペイロードを送信する手段と、
　前記多重化された第１または第２のペイロードまたはその両方を受信するように指定さ
れた装置に前記区画パラメーターをシグナリングする手段と、
を備えた装置。
【請求項６】
　送信ソースに隣接するための前記第２の区画は時間において合わせられるように定義さ
れる、請求項５の装置。
【請求項７】
　送信ソースに隣接するための前記第２の区画は、前記第２の区画が時間的に重畳するよ
うに定義される、請求項５の装置。
【請求項８】
　前記第２の区画のための送信電力は、前記第１の区画のための送信電力以下に等しくな
るように維持される、請求項５の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はデータ通信に関する。さらに詳しくは、本発明は無線通信システムにおいて従前
の音声／データ送信と共に高速パケットデータ送信を多重化するための新規なおよび改良
された技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
今日の通信システムは種々の応用を支持するために必要とされる。１つのそのようなシス
テムは地上リンクによりユーザ間の音声およびデータ通信を支持する符号分割多重アクセ
ス（ＣＤＭＡ）システムである。多重アクセス通信システムにおけるＣＤＭＡ技術の使用
は、米国特許番号４，９０１，３０７号、タイトル“衛星または地上中継器使用のスペク
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トル拡散多重アクセス通信システム（ＳＰＲＥＡＤ　ＳＰＥＣＴＲＵＭ　ＭＵＬＴＩＰＬ
Ｅ　ＡＣＣＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ　ＵＳＩＮＧ　ＳＡＴＥ
ＬＬＩＴＥ　ＯＲ　ＴＥＲＲＥＳＴＲＩＡＬ　ＲＥＰＥＡＴＥＲ）”、および米国特許番
号５，１０３，４５９号、タイトル“ＣＤＭＡセルラ電話システムにおける信号波形を発
生するためのシステムおよび方法（ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＧＥ
ＮＥＲＡＴＩＮＧ　ＷＡＶＥＦＯＲＭＳ　ＩＮ　Ａ　ＣＤＭＡ　ＣＥＬＬＵＬＡＲ　ＴＥ
ＬＥＰＨＯＮＥ　ＳＹＳＴＥＭ）”に開示されている。特別のＣＤＭＡシステムは、１９
９７年１１月３日出願の米国特許出願番号０８／９６３，３８６号、タイトル“高速パケ
ットデータ送信のための方法と装置（ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＦＯ
Ｒ　ＨＩＧＨ　ＲＡＴＥ　ＰＡＣＫＥＴ　ＤＡＴＡ　ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ）”（Ｈ
ＤＲシステム）に開示されている。これらの特許と特許出願とは、本発明の譲受人に譲渡
されそして引用されてこの中に組み込まれる。
【０００３】
ＣＤＭＡシステムは典型的に１つまたはそれ以上の標準に従うように構成される。そのよ
うな標準は、“ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ‐９５‐Ｂデュアルモード・ワイドバンド・スペク
トル拡散セルラシステム用の移動局‐基地局互換性標準（ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ‐９５‐
Ｂ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ‐Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌ
ｉｔｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ　Ｄｕａｌ‐Ｍｏｄｅ　Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｓｐｒｅ
ａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）”（ＩＳ‐９５標準）、“
ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ‐９８デュアルモード・ワイドバンド・スペクトル拡散セルラ移動
局用の勧告最小標準（ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ‐９８　Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　Ｍｉｎｉ
ｍｕｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ　Ｄｕａｌ‐Ｍｏｄｅ　Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｓｐｒｅ
ａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）”（ＩＳ
‐９８標準）、“第３世代パートナシップ・プロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）”（３ＧＰＰ）と名づけられて、ドキュ
メント番号３Ｇ　ＴＳ　２５，２１１号、３Ｇ　ＴＳ　２５，２１２号、３Ｇ　ＴＳ　２
５，２１３号および３Ｇ　ＴＳ　２５，２１４号を含む１セットのドキュメント内に具体
化された、協会によって提供された標準（Ｗ‐ＣＤＭＡ標準）、“ｃｄｍａ２０００スペ
クトル拡散システム用のＴＲ‐４５．５物理層標準（ＴＲ‐４５．５　Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｌａｙｅｒ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ　ｃｄｍａ２０００　Ｓｐｒｅａｄ　Ｓｐｅｃ
ｔｒｕｍ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）”（ｃｄｍａ２０００標準）、および“ＴＩＡ／ＥＩＡ／Ｉ
Ｓ‐８５６　ｃｄｍａ２０００高速パケットデータ大気中インターフェイス仕様（ＴＩＡ
／ＥＩＡ／ＩＳ‐８５６　ｃｄｍａ２０００　Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａ
ｔａ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）”（ＨＤＲ標準）を
含む。新ＣＤＭＡ標準は絶えず提案されて使用のために採用される。これらのＣＤＭＡ標
準は引用されてこの中に組み込まれる。
【０００４】
あるＣＤＭＡシステムは、順方向および逆方向リンクを通して複数のタイプのサービス（
例えば、音声、パケットデータなど）を支持することができる。各タイプのサービスは典
型的に特別のセットの条件により特徴付けられ、そのいくつかは以下に記述される。
【０００５】
音声サービスは（比較的に）厳重な固定遅延と同様に固定された共通のサービスグレード
（ＧＯＳ）を全ユーザに対して典型的に必要とする。例えば、音声フレームの全一方向遅
延は１００ミリ秒未満下に指定されることができる。これらの要求条件は、（例えば、通
信セッションの間そのユーザに割り当てられた専用チャネルを介して）各ユーザのために
固定された（そして保証された）データレートを提供し、そしてリンク資源とは無関係の
音声フレームのための最大の（許容）誤り率を保証することにより満足されることができ
る。任意の与えられたデータレートでの必要な誤り率を維持するために、さらに高度の資
源の割当てが劣化リンクを有するユーザに対して必要となる。
【０００６】
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対比して、パケットデータサービスは異なるユーザに対して異なるＧＯＳを許容すること
ができ、そしてさらに種々の遅延量を許容することができる。データサービスのＧＯＳは
典型的にデータメッセージのエラーの無い転送において発生する全遅延として定義される
。送信遅延はデータ通信システムの効率を最高に利用するために使用されるパラメータで
あり得る。
【０００７】
両タイプのサービスを支持するために、ＣＤＭＡシステムは最初に特定のＧＯＳとより短
い遅延とを要する音声ユーザに送信パワーを最初に割り当てるように構成されて運用され
てもよい。任意の残りの利用可能な送信パワーもその後、より長い遅延を許容できるパケ
ットデータユーザに割り当てられることができる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
ＣＤＭＡシステムでは、各送信源は他の送信源への干渉として働く。パケットデータのバ
ースト的な性質のため、１送信源からの送信パワーはデータバーストの送信中に広範に変
動できる。送信パワーにおける急激なそして広範な変動は他の資源からの他の送信と干渉
して、これらの送信の性能を下げる可能性がある。
【０００９】
理解されうるように、高速パケットデータ送信を音声または他の送信と効率的にまた効果
的に多重化するために使用できる技術は、大いに望ましい。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明は音声／データおよび高速パケットデータサービスを同時に支持するための、そし
て音声／データサービス上のパケットデータサービスの影響を最小化するために、種々の
技術を提供する。この発明の１局面に従って、音声／データとパケットデータとは利用可
能な資源が効率的に使用されるように１送信間隔（例えば１スロット）以内で多重化され
ることができる。この発明のもう１つの局面に従って、基地局からの送信パワーは、総送
信パワーにおける変動量がこの送信源および他の送信源（例えば基地局）からの送信の劣
化を減少させるために特定の範囲以内に維持されるように制御される。
【００１１】
この発明の特定の実施形態は、無線（例えば、ＣＤＭＡ）通信システムにおける多数のタ
イプのデータを同時に送信するための方法を提供する。この方法に従って、第１のタイプ
のデータ（例えば、音声、オーバヘッド、低および中間レートデータ、遅延鋭敏データ、
シグナリングなど）が受信され、そして第１のペイロードを発生するために第１の信号処
理スキームに従って処理される。第２のタイプのデータ（例えば、高速パケットデータ）
もまた受信され、そして第２のペイロードを発生するために第２の信号処理スキームに従
って処理される。第１の信号処理スキームは、例えば、Ｗ‐ＣＤＭＡまたはｃｄｍａ２０
００標準に従うことができ、そして第２の信号処理スキームは、例えば、ＨＤＲ構成を実
施できる。
【００１２】
第１および第２の区画はその後、第１のタイプのデータを送出するために使用されている
第１の区画および第２のタイプのデータを送出するために使用されている第２の区画と共
に、送信間隔内に定義される。第１および第２のペイロードはその後、それぞれ第１およ
び第２の区画上に多重化され、そして多重化された第１および第２のペイロードが送信さ
れる。送信間隔についての容量は、第１のペイロードによって（例えば、より短い長さの
チャネル化符号を使用することによって）必要とされたものよりも大きくなるように選択
されることができる。
【００１３】
この発明はさらに他の方法、送信器ユニット（例えば基地局）、受信器ユニット（例えば
、遠隔端末）、および、以下にさらに詳細に記述されるように、この発明の種々の局面、
実施形態、および特徴を実施する他の素子を提供する。
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【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明の特徴、性質および長所は、ここでおよび全体を通して付記される参照符号を有す
る図面と関連して、以下に述べる詳細説明からさらに明白になるであろう。
【００１５】
図１Ａ乃至１Ｃは無線通信システム内の多数の遠隔端末に対して複数タイプのサービスを
提供するために３つの異なる技術を図示する図である。これらの異なるタイプのサービス
のあるものは、例えば、音声、パケットデータ、ビデオ、放送、メッセージングなどを含
んでもよい。無線通信システムのために典型的に使用された他のオーバヘッド送信は、例
えば、ページング、パイロット、制御チャネルなどを含んでもよい。簡単のため、高速パ
ケットデータはこの中では単純に“パケットデータ”と呼ばれ、そして残りのタイプのデ
ータ（例えば、音声、オーバヘッド、あるタイプの中間および低レートデータ、遅延鋭敏
データ、およびその他）は集合的に“音声／データ”と呼ばれる。パケットデータ送信の
最適化は効率的なスペクトル使用の重要な局面である。しかしながら、音声／データ送信
上のパケットデータ送信の影響を最小にすることはまた、望ましいレベルのサービス品質
と信頼性とを維持するために重要である。
【００１６】
図１Ａは２つの周波数帯域を使用して音声／データとパケットデータサービスとを支持す
る周波数分割多重（ＦＤＭ）システムを示す。上述されたように、音声／データとパケッ
トデータサービスとの特性および要求条件における差異のため、これらのサービスを分離
することが典型的には望ましい。ＦＤＭシステムでは、音声／データサービスは第１の周
波数での１つの搬送波信号を有する第１のシステム（例えば、ＩＳ‐９５システム）によ
って支持されることができ、そしてパケットデータサービスは第２の周波数での第２の搬
送波信号を有する第２のシステム（例えば、ＨＤＲシステム）によって支持されることが
できる。
【００１７】
図１Ｂは時分割多重（ＴＤＭ）システムを示し、そこでは送信が、あるシステムでは“ス
ロット”と呼ばれ、またはある他のシステムでは“フレーム”と呼ばれてもよい、離散時
間ユニットにより発生する。ＴＤＭシステムとしては、多数のスロットは音声／データサ
ービスを支持するために割り当てられ、そして残りのスロットはパケットデータサービス
を支持するために使用される。かつてのそのようなＴＤＭシステムは、移動体通信用グロ
ーバルシステム（ＧＳＭ）＋一般化パケット無線システム（ＧＰＲＳ）システムである。
ＧＰＲＳはＧＳＭパケットデータサービスを提供する。
【００１８】
図１Ｃは符号分割多重（ＣＤＭ）システムを示し、そこでは音声／データとパケットデー
タサービスとが利用可能な送信パワーを共有する。ＣＤＭシステムとしては、各音声／デ
ータ送信と各パケットデータ送信とは、送信が互いに（理想的には）直交するようにそれ
ぞれのチャネル化符号により典型的にチャネル化される。各送信のための送信パワーは、
望ましいレベルの性能を維持するために調節可能である。同時に支持されうる送信数と各
送信のデータレートとは、データ負荷、利用可能な送信パワー、および他のファクタによ
り規定される。
【００１９】
図２Ａは多数の音声／データユーザを同時に支持するＣＤＭシステム内の基地局からの送
信パワーのプロットである。このＣＤＭシステムとしては、各個人ユーザへの送信パワー
はデータレートおよび経路条件における変化のため広範に変動してもよい。しかしながら
、全音声／データユーザ用の総加算送信パワーは、統計的な平均化のため、より小範囲（
パーセンテージ関連）を超えて典型的に変動する。各音声／データユーザはデータレート
を低くする手段のみを典型的に必要とするので、多数の音声／データユーザは同時に支持
されることができる。音声／データユーザの数が増加するほど、統計的な平均化はよくな
りそして総加算送信パワーにおける変動量は減少する。
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【００２０】
無線通信システムとしては、各送信源（例えば、各基地局）からの送信パワーは、他の送
信源が同じ無線資源を使用する時にそれへの干渉として働く。ＣＤＭシステムとしては、
各ユーザにより受信された信号の品質は、そのユーザによって受信された信号により経験
された総ノイズおよび干渉に依存する。このように、望ましい信号品質を維持するために
、干渉はできるだけ低いままであり、そしてできるだけ一定のままである（システムは一
般に干渉における漸進的な変化に対しては補償できるが急変に対しては補償できない）こ
とが望ましい。
【００２１】
図２Ｂは多数の音声／データおよびパケットデータユーザを同時に支持するＣＤＭシステ
ム内の基地局からの送信パワーのプロットである。パケットデータサービスのバースト的
な性質のため、そしてパケットデータ送信のために使用されうる高いピークレートのため
に、音声／データおよびパケットデータユーザのための総加算送信パワーは、音声／デー
タユーザのみへの送信の時よりも短い時間周期の間、より大きい範囲を超えて変動できる
。これは図２Ｂ内のプロットを図２Ａ内のプロットと比較することにより監視されること
ができる。基地局からの総送信パワーにおけるより大きい変動は、他の基地局からの送信
の信号品質にさらに大きい変動を引き起こし、それはこれらの送信について性能劣化とい
う結果となる可能性がある。さらに、総送信パワーにおけるより大きい変動はまた、マル
チパスおよび他の現象のため、この送信基地局からの送信における信号品質により大きい
変動を引き起こすことが可能である。
【００２２】
開示された方法および装置は、音声／データおよびパケットデータサービスを同時に支持
するために、そして音声／データサービス上のパケットデータサービスの影響を最小化す
るために使用されることができる種々の技術を提供する。１実施形態に従って、利用可能
な資源が効率的に使用されるように、音声／データおよびパケットデータは１送信間隔（
例えば、１スロット）内で多重化されることができる。もう１つの実施形態に従って、こ
の基地局および他の基地局からの送信への劣化を減少させるために総送信パワー内の変動
量が特定の範囲内に維持されるように、基地局からの送信パワーは制御される。
【００２３】
多くのＣＤＭシステムでは、データは離散送信間隔の間送信される。送信間隔の期間は、
ＣＤＭシステムにより支持されているサービスに対して良好な性能を提供するように、典
型的に定義される。例えば、Ｗ‐ＣＤＭＡシステムとしては、さらに１５スロットに分割
されている各無線フレームと共に、１０ミリ秒無線フレームの間、送信が発生する。送信
されるべきデータは区切られ、処理され、そして定義された送信間隔で送信される。
【００２４】
１実施形態に従って、送信間隔の一部（即ち、音声／データの区画）は音声／データ送信
のために割り当てられることができ、そして送信間隔の残りの部分（即ち、パケットデー
タの区画）は高速パケットデータ送信のために使用されることができる。音声／データお
よびパケットデータの区画は、音声／データ負荷およびパケットデータ負荷に基づいてダ
イナミックに定義されることができ、そして以下にさらに詳細に記述されるように、固有
のシグナリングを介して実施されることができる。音声／データおよびパケットデータの
区画への送信間隔の区切りは、例えば、Ｗ‐ＣＤＭＡシステム、ｃｄｍａ２０００システ
ム、および他のシステムのような種々のＣＤＭシステムについて達成されることができる
。よりよい理解のために、送信間隔の区切りはＷ‐ＣＤＭＡシステムにおけるダウンリン
ク送信について、今明確に記述される。
【００２５】
図３はＷ‐ＣＤＭＡ標準により定義されたような専用物理チャネルのためのフレームフォ
ーマットおよびスロットフォーマットの図である。種々のフレームフォーマットは、ダウ
ンリンク専用チャネル（ＤＰＣＨ）、ダウンリンク共有チャネル（ＤＳＣＨ）など、のよ
うな各タイプの物理チャネル用のＷ‐ＣＤＭＡ標準により定義される。各物理チャネル上
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に送信されるべきデータ（即ち、トラフィックデータ）は、１０ミリ秒の時間周期をカバ
ーしてスロット０乃至スロット１４と表記された１５スロットを含んでいる各無線フレー
ムを有する、無線フレームに区切られる。各スロットはさらに、トラフィックデータ、オ
ーバヘッドデータ、およびパイロットデータの組み合わせを運ぶために使用される１つま
たはそれ以上のフィールドに区切られる。
【００２６】
図３に示されるように、専用物理チャネルとしては、スロット３１０は第１のデータ（Ｄ
ａｔａ１）フィールド３２０ａ、第２のデータ（Ｄａｔａ２）フィールド３２０ｂ、送信
パワー制御（ＴＰＣ）フィールド３２２、トランスポートフォーマット結合インディケー
タ（ＴＦＣＩ）フィールド３２４、およびパイロットフィールド３２６を含む。データフ
ィールド３２０ａと３２０ｂとは専用物理チャネル用のトラフィックデータ（例えば、音
声、パケットデータ、メッセージング、またはその他）を送るために使用される。送信パ
ワー制御フィールド３２２は、他の遠隔端末への干渉を最小にする一方で、望ましいレベ
ルの性能を達成するためにアップリンク上のそれの送信パワーをアップかダウンのいずれ
かに調節するように遠隔端末に指示すべくパワー制御情報を送るために使用される。トラ
ンスポートフォーマット結合インディケータフィールド３２４は、専用物理チャネルに関
連する共用物理チャネルと同様にその専用物理チャネルのフォーマットの指示情報（例え
ば、ビットレート、チャネル化符号、など）を送るために使用される。パイロットフィー
ルド３２６は専用物理チャネル用のパイロットデータを送るために使用される。
【００２７】
表１は専用物理チャネル用のＷ‐ＣＤＭＡ標準（Ｖ３．１．１版）により定義された、い
くつかのスロットフォーマットを記載する。表１内の各スロットフォーマットはスロット
内の各フィールドの（ビット数での）長さを定義する。表１に示されるように、専用物理
チャネルのビットレートは広範な値（例えば、１５Ｋｂｐｓから１９２０Ｋｂｐｓまで）
上で変動することができ、そして各スロット内のビット数は同様に変動する。スロット内
の１つまたはそれ以上のフィールドは、いくつかのスロットフォーマットについては省略
（即ち、長さ＝０）されてもよい。
【表１】
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【００２８】
Ｗ‐ＣＤＭＡ標準に従って、多数の物理チャネルは特定の遠隔端末にデータを送るために
使用されることができる。各物理チャネルは、（ダウンリンクについては４から５１２ま
で分布している）特定の拡散ファクタを有する直交可変拡散ファクタ（ＯＶＳＦ）符号で
チャネル化される。ＯＶＳＦ符号は、この物理チャネル上の送信が他の物理チャネル上の
他の送信と直交するようにこの物理チャネルをチャネル化する。ＯＶＳＦ符号は順方向リ
ンク送信をチャネル化するためにＩＳ‐９５システム内で使用されるウォルシュ符号と類
似している。各物理チャネル用のＯＶＳＦ符号は、通信セッションの出発点で（ネットワ
ークにより）典型的に決定され、そしてそのセッションの間中は典型的に変化しない。
【００２９】
拡散ファクタはＯＶＳＦ符号の長さに相当する。より小さい拡散ファクタ（例えば、４）
はより短い符号長に相当して、より高いデータレートとして使用され、またより大きい拡
散ファクタ（例えば、５１２）はより長い符号長に相当して、より低いデータレートのた
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めに使用される。表１に示されるように、スロット当たりのビットの総数（およびこのよ
うにトラフィックデータとして利用可能なビットの総数）は広範囲に亘って変動し、そし
てそのスロットのために使用された拡散ファクタに依存する。
【００３０】
１実施形態に従って、各スロットにおいてトラフィックデータに割り当てられたデータフ
ィールド３２０ａおよび３２０ｂは音声／データ区画とパケットデータ区画とに区切られ
ることができる。音声／データ区画はそのスロット内に送信されるべき音声／データのた
めに使用されることができる。パケットデータ区画はパケットデータを送信するために使
用されることができる。
【００３１】
物理チャネル上の特定の音声／データ送信については、送信のためのデータビットは、以
下にさらに詳細に記述されるように、セグメントに分けられて処理される。Ｗ‐ＣＤＭＡ
標準に従って、各スロットのための音声／データペイロードは、いずれかの数のデータビ
ット（即ち、特定数のビットである必要はない）を含むことができる。また、音声／デー
タペイロードのサイズはスロットからスロットまで変動することができる。ペイロード内
のビット数により、ＯＶＳＦ符号の拡散ファクタは適宜に選択されることができる。
【００３２】
表１に示されるように、ＯＶＳＦ符号のための拡散ファクタは４から５１２まで、そして
２の冪に分布する。各拡散ファクタとスロットフォーマットとは、１スロット内に送信さ
れることができる特定数のデータビットと関連する。拡散ファクタはこのようにスロット
の容量を（粗く）選択するために使用されることができる。典型的に、与えられたペイロ
ードサイズについては、そのペイロードサイズにほぼ匹敵する最大の可能性のある拡散フ
ァクタが選択される。
【００３３】
１スロットのためのペイロード内の符号化されたビット数は、選択された拡散ファクタと
して利用可能なデータビット数と等しくなくてもよい。Ｗ‐ＣＤＭＡ標準はこのようにレ
ートマッチング・スキームを定義し、それによってペイロード内の多数の符号化されたビ
ットはパンクチュアされる（即ち、削除される）か、またはレートマッチド・ビット数が
そのスロット内の利用可能なビット数と等しくなるように繰り返されることができる。
【００３４】
Ｗ‐ＣＤＭＡ標準により定義された処理メカニズム（例えば、拡散）を使用して、１スロ
ットの容量は定義されることができる。スロット容量の一部は音声／データのために使用
されることができ、そして残りの部分はパケットデータのために使用されることができる
。“スロット区画パラメータ”は定義され、そしてパケットデータおよび音声／データの
ために利用可能なスロットの特定の割当て（例えば、パーセンテージ量）を識別するため
に使用されることができる。スロット区画パラメータは、音声／データ用のスロットの全
割当て（例えば、スロット区画パラメータ＝０％）、またはパケットデータ用のスロット
の全割当て（例えば、スロット区画パラメータ＝１００％）、あるいはこれら２つの極端
な状態の間におけるいずれか可能性のあるパーセンテージおよび混合を表す。
【００３５】
表２は３つの異なるセットの拡散ファクタについて音声／データおよびパケットデータの
ための１スロットの区切りを記載する。与えられた音声／データペイロードについては、
拡散ファクタはそのスロット容量がそのペイロードにほぼマッチするように選択されるこ
とができる。第２の欄に示されるように、特定のペイロードサイズによって、異なる拡散
ファクタが必要となる可能性がある。もしその時に拡散ファクタが２のファクタにより減
少されれば、表１に示されるように、スロット容量はほぼ２倍になる。この場合、第３の
欄に示されるように、スロット容量の半分は音声／データペイロードのために割り当てら
れることができ、そしてスロット容量の他の半分はパケットデータのために使用されるこ
とができる。このように、もし拡散ファクタが２のファクタにより減少されれば、スロッ
ト容量のほぼ５０％はパケットデータのために使用されることができる（即ち、スロット
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区画パラメータ＝５０％）。
【００３６】
同様に、もし拡散ファクタが４のファクタにより減少されれば、スロット容量はほぼ４倍
になる。第４の欄に示されるように、その時にスロット容量の１／４は音声／データペイ
ロードのために割り当てられることができ、そしてスロット容量の他の３／４はパケット
データのために使用されることができる。このように、もし拡散ファクタが４のファクタ
により減少されれば、スロット容量のほぼ７５％はパケットデータのために使用されるこ
とができる（即ち、スロット区画パラメータ＝７５％）。スロット容量とスロット区画パ
ラメータとをさらに増加させるために、拡散ファクタはさらに減少されることができる。
【表２】

【００３７】
表１に示されるように、拡散ファクタは２の冪の長さを有し、そしてスロット容量は拡散
ファクタが２のファクタにより減少されるたびにほぼ２倍になる。拡散ファクタのこの粗
い増加は、スロット区画パラメータにおける同様に粗い増加（例えば、０％、５０％、７
５％など、１００％まで）という結果となる。スロット区画パラメータの微調整はＷ‐Ｃ
ＤＭＡシステムにより定義されたレートマッチング・メカニズムの使用により達成される
。レートマッチングで、スロット区画パラメータはいずれかの特定値（例えば、２０％、
３０％、など）になるように定義されてもよい。音声／データペイロードはその時、以下
にさらに詳細に記述されるように、固有のレートマッチング・パラメータを選択すること
により音声／データ区画にフィットされることができる。レートマッチングはこのように
スロット区画パラメータの微調整のために使用されることができる。
【００３８】
各物理チャネルの各スロットとしては、音声／データ区画は１ユーザのために使用される
ことができ、そしてパケットデータ区画は同じまたは異なるユーザのために使用されるこ
とができる。区画は複数ユーザ間で混合されそしてマッチされることができる。
【００３９】
図３は２つの縮小拡散ファクタに対応するスロットの区切りを示す。スロット３３０では
、拡散ファクタは２のファクタにより（ＳからＳ／２にダウン）縮小されて、スロット容
量はほぼ２倍になる。データフィールド３２０ａと３２０ｂとは音声／データ区画３３２
とパケットデータ区画３３４とに区切られる。音声／データ区画３３２はそのスロットの
ほぼ半分（即ち、図３に示される例では左半分）を構成して、音声／データのために使用
される。パケットデータ区画３３４はそのスロットの残りの半分を構成して、パケットデ
ータのために使用される。
【００４０】
同様に、スロット３４０では、拡散ファクタは４のファクタにより（ＳからＳ／４にダウ
ン）縮小されて、スロット容量はほぼ４倍になる。データフィールド３２０ａと３２０ｂ
とは音声／データ区画３４２とパケットデータ区画３４４とに区切られる。音声／データ
区画３４２はそのスロットのほぼ１／４を構成して、音声／データのために使用される。
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パケットデータ区画３４４はそのスロットの残りの３／４を構成して、パケットデータの
ために使用される。他の拡散ファクタもまた異なるスロット容量を提供するために、そし
て音声／データとパケットデータとの間の異なるパーセンテージ割当て（即ち、異なるス
ロット区画パラメータ）を提供するために使用されることができる。
【００４１】
表１に示されるように、拡散ファクタが特定のファクタ（例えば、２）により縮小される
時には、異なるスロットフォーマットが使用される。新スロットフォーマットは典型的に
異なる数のオーバヘッドビットと関連するので、新スロットのペイロード容量は特定のフ
ァクタによりほぼ（そして厳密にではなくてもよい）増大される。音声／データ区画およ
びパケットデータ区画へのスロットの区切りは種々の方法で達成されることができる。
【００４２】
第１の区切りの実施形態では、スロット区画パラメータは音声／データ負荷とパケットデ
ータ負荷とに基づいて選択される。例えば、もし音声／データ負荷がパケットデータ負荷
にほぼ等しいならば、拡散ファクタは丁度音声／データ負荷のために選択されている値の
半分であるように選択されることができる。そのスロット容量のほぼ半分はその後音声／
データのために、そして他の半分はパケットデータのために割り当てられる。音声／デー
タとパケットデータとは、以下にさらに詳細に記述されるように、その選択されたスロッ
ト区画パラメータに基づいて処理されることができる。
【００４３】
第２の区切りの実施形態では、音声／データペイロードがまず処理されて、スロット内の
利用可能なスペースにマップされる。音声／データのために使用されないそのスロットの
任意の残りの部分はその後パケットデータを多重化するために使用されることができる。
この実施形態では、スロット区画パラメータは音声／データペイロードの処理の後にそし
てそのスロット内の残りの利用可能なスペースに基づいて決定される。あるスペースがパ
ケットデータのために利用可能であることを保証するために、より小さい拡散ファクタが
選択されることができる。
【００４４】
Ｗ‐ＣＤＭＡシステムについて、レートマッチング処理は、符号化されたビットの特定の
番号が音声／データ区画内で利用可能なビット位置の番号とマッチすべく音声／データペ
イロードとして発生され得るように、運用されることができる。もしペイロードが音声／
データ区画よりも大きいならば、多数の符号化されたビットはパンクチュアされる（即ち
、削除される）ことができる。あるいは、もしペイロードが音声／データ区画よりも小さ
いならば、多数の符号化されたビットは繰り返されることができる。
【００４５】
同様のレートマッチングはまた、ペイロードをパケットデータ区画内の利用可能なスペー
スにマッチさせるように、パケットデータ上で実行されることができる。あるいは、パケ
ットデータペイロードはパケットデータ区画とマッチするように形成されることができる
。パケットデータペイロードをパケットデータ区画にマップする他の技術はまた、予期さ
れそしてこの発明の範囲内にある。
【００４６】
１実施形態では、特定の基地局について、音声／データ用の全チャネルが同じ区画長を有
するように定義されることができる（それはチャネルに対する処理が異なってもよいので
、必ずしも同じペイロードには対応しない）。これはパケットデータ区画内の完全に異な
る送信機構（例えば、ＨＤＲシステムのそれと同種）の使用を支持する。
【００４７】
１スロットの区切りとそのスロット内の音声／データおよびパケットデータの両者の送信
とは多数の利益を提供できる。第１に、音声／データとパケットデータとは切り離される
ことができる。この切離しは、例えば、２つの区画の間のオーバラップを最小にすること
により達成できる。音声／データとパケットデータとの切離しは音声／データ上へのパケ
ットデータの影響を最小にすることができ、そして両タイプのサービスのための性能を改
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善できる。第２に、スロット区画は同じ搬送波上での音声／データとパケットデータとの
両者の送信を支持する。これはＣＤＭシステムが複数タイプのサービスをユーザに提供す
ることを可能にする。第３に、スロット区画は、以下にさらに詳細に記述されるように、
音声／データおよびパケットデータのための複数の（そして別々の）チャネル構造を支持
できる。各チャネル構造は、そのチャネルにより支持されている特定のタイプのサービス
（例えば、種々の符号化およびインターリービング・スキーム）のために特別に構成され
ることができる。また、Ｗ‐ＣＤＭＡシステムのような、いくつかのＣＤＭシステムは、
（既構成へのできるだけの小変更で）この発明のスロット区画を支持するように適用され
ることができる。
【００４８】
図４はこの発明の種々の局面を実施することができる通信システム４００の簡略ブロック
図である。特定の実施形態では、通信システム４００はＷ‐ＣＤＭＡ標準、ｃｄｍａ２０
００標準、または何か他の標準かＣＤＭＡ（ベースの）構成に従うところの、ＣＤＭＡ（
ベースの）システムである。送信器４１０（例えば、基地局）では、音声／データが、典
型的にはブロックで、音声／データ源４１２ａから送信（ＴＸ）音声／データプロセッサ
４１４ａに送出され、このプロセッサは符号化された音声／データを発生するためにその
データをフォーマットし、符号化し、そして処理する。同様に、パケットデータが、典型
的にはパケットで、パケットデータ源４１２ｂから送信パケットデータプロセッサ４１４
ｂに送出され、このプロセッサは符号化されたパケットデータを発生するためにそのデー
タをフォーマットし、符号化し、そして処理する。
【００４９】
符号化された音声／データとパケットデータとはその後、データを１ＴＤＭデータストリ
ームに多重化するＴＤＭマルチプレクサ４１６に供給される。ＴＤＭ多重化されたデータ
は図３に示されるフォーマットを有することができ、そして変調された信号を発生するた
めにそのデータを（ディジタル方式でおよびアナログ法で）フィルタリングし、（直交）
変調し、増幅し、そしてアップコンバートする送信器（ＴＭＴＲ）４１８に供給する。変
調された信号はその後、１つまたはそれ以上のアンテナ４２０（図４には１アンテナのみ
が示されている）を介して１つまたはそれ以上の受信器ユニット（例えば、遠隔端末）に
送信される。
【００５０】
音声／データプロセッサ４１４ａおよびパケットデータプロセッサ４１４ｂにより実行さ
れる処理は、実施されている特定のＣＤＭＡ標準による。Ｗ‐ＣＤＭＡ標準のための処理
は、以下にさらに詳細に記述される。送信コントローラ４２２は望ましい出力データを供
給するために音声／データプロセッサ４１４ａおよびパケットデータプロセッサ４１４ｂ
の動作を指示する。コントローラ４２２はさらに望ましいＴＤＭデータストリームが得ら
れるようにＴＤＭマルチプレクサ４１６の動作を指示することができる。
【００５１】
受信器ユニット４３０では、送信された信号は１つまたはそれ以上のアンテナ４３２（再
び、図４には１アンテナのみが示されている）により受信され、そして受信器（ＲＣＶＲ
）４３４に供給される。受信器４３４内では、受信された信号はサンプルを発生するため
に増幅され、フィルタリングされ、ダウンコンバートされ、（直交）復調され、そしてデ
ィジタル化される。記号を発生するために、サンプルは、例えば、ディジタル方式でフィ
ルタリングされ、スケーリングされるなど、処理されてもよい。ＴＤＭデマルチプレクサ
（ＤＥＭＵＸ）４３６は記号を受信してデマルチプレックスし、そして音声／データ記号
を受信（ＲＸ）音声／データプロセッサ４３８ａに、またパケットデータ記号を受信パケ
ットデータプロセッサ４３８ｂに供給する。各データプロセッサ４３８は、送信器ユニッ
ト４１０で実行された処理および符号化に幾分か相補的なそれぞれ受信された記号を処理
して、復号する。データプロセッサ４３８ａおよび４３８ｂからの復号されたデータはそ
の後それぞれのデータシンク４４０ａおよび４４０ｂに供給される。
【００５２】
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受信コントローラ４４２は、データ記号が正確にデマルチプレクスされて、固有の受信デ
ータプロセッサに送られるように、ＴＤＭデマルチプレクサ４３６の動作を指示できる。
コントローラ４４２はデータ記号を正確に処理して復号するように、受信データプロセッ
サ４３８ａおよび４３８ｂの動作をさらに指示できる。
【００５３】
スロット区画、スロット区画パラメータ、および信号処理パラメータ（集合的に、処理情
報）は種々のシグナリング・スキームに基づいて送信源（例えば、基地局）により受信装
置（例えば、遠隔端末）に送られることができる。１実施形態では、処理情報は基地局に
より（１）制御チャネル（例えば、Ｗ‐ＣＤＭＡシステムにおける共通制御物理チャネル
（ＣＣＰＣＨ））上で、（２）送信自身内で（例えば、そのスロット内の制御データフィ
ールド内で）、または何か他のメカニズムを介して、遠隔端末に送られることができる。
もう１つの実施形態では、処理情報のあるものはセッション初期化ステージの間中、遠隔
端末に供給されることができる。その後遠隔端末はあとの使用のためにこの情報を蓄積す
る。
【００５４】
上述された信号処理は種々のタイプのサービスの送信を支持する。双方向通信システムは
両方向データ送信を支持する。しかしながら、逆方向のための信号処理は、簡単のため図
４には示されていない。しかしながら、逆方向リンク送信は両区画に共通であるか、また
はなお区切られることは注意されねばならない。
【００５５】
音声／データおよびパケットデータは種々の方法で処理されることができる。処理の１実
施形態では、音声／データおよびパケットデータは２つの異なる処理スキームを実施でき
る２つの（独立の）処理経路により処理される。種々の信号処理スキームは、例えば、Ｃ
ＤＭＡ、ＴＤＭＡなどのように使用されることができる。各処理経路は最近のスロット区
画パラメータを考慮に入れることができ、そしてそれがそのスロット内に割り当てられた
スペースにマップされることができるように音声／データまたはパケットデータペイロー
ドを処理する。図４に示されるように、音声／データおよびパケットデータのための２つ
の信号処理スキームは送信器ユニット４１０では２つのデータプロセッサ４１４ａおよび
４１４ｂにより、そして受信器ユニット４３０ではデータプロセッサ４３８ａおよび４３
８ｂにより支持される。
【００５６】
各処理経路のための信号処理スキームは、その経路により送信されているデータタイプに
ついて具体的に選択されてもよい。音声／データについては、特定のＣＤＭＡ標準（例え
ば、Ｗ‐ＣＤＭＡ、ｃｄｍａ２０００、またはＩＳ‐９５標準）か、または何か他のＣＤ
ＭＡ（ベースの）構成により定義された信号処理が使用されてもよい。パケットデータに
ついては種々のＣＤＭＡ標準の同じものか、または何か他の構成（例えば、ＨＤＲ）によ
り定義された信号処理が使用されてもよい。ＨＤＲ構成はパケットデータによく適合し、
そして他のＣＤＭＡ信号処理スキーム以上に改善された性能を提供できる。音声／データ
とパケットデータとはこのようにそれらのそれぞれの信号処理スキームに基づいてセグメ
ント分けされ、符号化され、レートマッチングされ、そしてインターリーブされることが
できる。
【００５７】
図４には明白には示されていないが、音声／データとパケットデータとは同じまたは２つ
の異なる変調スキームを使用して変調されることができる。使用されてもよい変調スキー
ムは、例えば、直交ＰＳＫ（ＱＰＳＫ）またはオフセットＱＰＳＫ（ＯＱＰＳＫ）のよう
な位相シフトキーイング（ＰＳＫ）、直交振幅変調（ＱＡＭ）、直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）、およびその他を含む。
【００５８】
１つの代替の処理例では、音声／データおよびパケットデータは共通の信号処理スキーム
に基づいて処理され、それは特定のＣＤＭＡ標準（例えば、Ｗ‐ＣＤＭＡまたはｃｄｍａ
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２０００標準）あるいは何か他のＣＤＭＡ（ベースの）構成により定義されることができ
る。しかしながら、種々のパラメータのセットが音声／データおよびパケットデータのた
めに使用されてもよい。例えば、パケットデータ用のブロック長およびインターリービン
グ間隔が音声／データ用よりも長くなるように選択されてもよい。また、異なる符号化ス
キームが音声／データおよびパケットデータのために使用されてもよい。例えば、音声／
データは畳込み符号化を使用して符号化されてもよく、そしてパケットデータはターボ符
号化を使用して符号化されてもよい。これらの種々の処理スキームは、Ｗ‐ＣＤＭＡおよ
びｃｄｍａ２０００標準のような何かより新しい世代のＣＤＭＡ標準により支持される。
共通信号処理スキームの使用は送信器ユニットおよび受信器ユニットの構成を単純化でき
る。
【００５９】
１実施形態では、図４に示されるように、音声／データとパケットデータとは共に信号処
理の後に１スロットに時分割多重化される。音声／データとパケットデータとがＴＤＭマ
ルチプレクサ４１６の出力に現れる時間オーダはほぼ、データが大気中に送信される時間
オーダである。信号処理の後に音声／データとパケットデータとをＴＤＭ多重化すること
は、以下にさらに詳細に記述されるように、これら２つのデータタイプの切離しを可能と
する。
【００６０】
１つの代替の実施形態では、音声／データとパケットデータとは共に信号処理より前に１
スロットに時分割多重化される。ＴＤＭ音声／データとパケットデータとはその後（例え
ば、共通信号処理スキームに基づいて）処理される。音声／データとパケットデータとは
この実施形態では混合されてもよいが、種々の技術が音声／データ上へのパケットデータ
の影響を最小化するために使用されることができる。例えば、特定の基地局について、音
声／データ用の全チャネルは同じ区画長を有することを定義されることができる。音声／
データ上へのパケットデータの影響を最小化するための追加の技術が以下にさらに詳細に
記述される。
【００６１】
改善された性能は、もし近隣基地局（またはセル）のためのパケットデータ区画がほぼ適
時に合わせられるならば、得られる可能性がある。音声／データ送信とパケットデータ送
信との間のオーバラップの量を（可能な限度まで）最小にすることにより、２つのタイプ
の送信間の干渉の量を減少させることができ、それは両タイプの送信の性能を改善できる
。区画のアラインメントは音声／データ送信上へのパケットデータ送信のバースト性およ
び高データレートの影響を減少できる。
【００６２】
近隣セル内のパケットデータ区画のタイムアラインメントは、使用しているセルのタイミ
ング、例えば、グローバル・ポジション・システム（ＧＰＳ）衛星からのタイミングをま
ず同期化させることにより達成されることができる。スロット区画パラメータは、与えら
れたセルクラスタに対してほぼ同じもの（例えば、５０％）であるように選択されてもよ
い。スロットはその後、そのクラスタ内のセルのためのパケットデータ区画ができるだけ
多くオーバラップするように区切られることができる。また、スロット区画パラメータ内
の変更は特定の範囲に限定されることができる。（近隣の）基地局間のシグナリングはパ
ケットデータ区間を合わせるために使用されることができる。
【００６３】
もし近隣セルのためのパケットデータ負荷が異なるならば、スロット区画はなおパケット
データ区画ができるだけ多くオーバラップするように定義されることができる。しかしな
がら、より軽いパケットデータ負荷を有するセルについては、いくつかのスロットはパケ
ットデータ区画を持たない（即ち、スロット区画＝０％）と定義されてもよい。もし音声
／データ区画とパケットデータ区画とが１特定基地局または１グループの近隣基地局につ
いてオーバラップするならば、音声／データ区間またはパケットデータ区間、あるいはそ
の両者についての送信パワーは、オーバラップからの影響を減少させるために調節される
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ことができる。例えば、音声／データ区間についての送信パワーは増加され、パケットデ
ータ区間についての送信パワーは減少されるか、あるいはある特定値（例えば、以下に記
述されるように、同じスロット内の音声／データ区間のそれとほぼ等しい）か、またはそ
れの組み合わせに制限されることができる。
【００６４】
また音声／データおよびパケットデータ区間の間のオーバラップの量を減少させるために
は、“ガードタイム”が音声／データ区間およびパケットデータ区間の間に供給されるこ
とができる。ガードタイムはいずれかのタイプのどのデータも送信されない特定時間の持
続期の間隙であることができる。
【００６５】
１実施形態では、種々の信号処理スキームを支持するために、そして他の（例えば、より
古い世代の）ＣＤＭＡシステムと下位互換性があるために、ある（物理）チャネル上の送
信は音声／データおよびパケットデータを同時に支持するために時分割多重化されること
ができ、そしてある他のチャネル上の送信は音声／データのみ（または多分パケットデー
タのみ）を支持するように動作されることができる。この発明のシステムがレガシーシス
テム上に載置される時は、レガシーシステムのあるものはチャネルの区切りを支持しない
ので、全ダウンリンクチャネルのすべての区画を合わせることは典型的に不可能である。
そのような場合には、パケットデータチャネル構造は、チャネル間の干渉を最小にするた
めにレガシーチャネル構造と矛盾しない（例えば、直交する）ように構成されることがで
きる。
【００６６】
もう１つの実施形態に従って、音声／データ送信上へのパケットデータ送信の影響を減少
させるために、特に２タイプの送信がオーバラップする時には、パケットデータ送信のた
めの送信パワーは基地局からの総加算送信パワーにおける変動量を減少させるように調整
される。図２Ｂに示されるように、パケットデータ送信のバースト性と高いデータレート
とは基地局からの総加算送信パワーにおける大きい変動を引き起こすことができ、それは
その後、この基地局および他の基地局からの他の送信への干渉量における大きい変動を引
き起こす可能性がある。総加算送信パワーにおける変動は種々のスキームに基づいて減少
されることができる。
【００６７】
図５は特定の基地局からの多数の音声／データ送信および多数のパケットデータ送信のた
めの送信パワーのプロットである。各スロットについて、すべての音声／データのみの送
信のための送信パワーは合計されることができ、そして総加算音声／データ送信パワーは
図５に示されるようにプロットされることができる。混合音声／データおよびパケットデ
ータ送信について、すべての音声／データ区画のための送信パワーは合計されることがで
き、そしてすべてのパケットデータ区画のための送信パワーもまた合計されることができ
る。パケットデータ区画のための総加算送信パワーは、図５に示されるように、音声／デ
ータ区画のための総加算送信パワーとほぼ等しくなるように維持される。
【００６８】
音声／データおよびパケットデータのための送信パワーの“等化”は、“送信当たり”レ
ベルか“基地局当たり”レベルで達成されることができる。送信当たりレベルでは、（例
えば、特定の遠隔端末への）各混合送信のパケットデータ区画のための送信パワーは音声
／データ区画のための送信パワーとほぼ等しくなるように維持される。これは、多数の遠
隔端末への多数の送信についての２つの区画のための総加算送信パワーがほぼ等しくなる
であろうことを保証する。送信当たりレベルでの等化は、基地局当たりレベルでよりも実
施するのがより簡単になる可能性がある。
【００６９】
基地局当たりレベルでは、各混合送信のパケットデータ区画のための送信パワーは、音声
データ区画のための送信パワーから変化することを可能とする。しかしながら、２区画の
ための基地局からの総加算送信パワーはほぼ等しくなるように維持される。基地局内のコ
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ントローラは、加算送信パワーの等化が達成されるように各混合送信に対してパケットデ
ータ区画のための送信パワーを割り当てる。
【００７０】
図６および７はＷ‐ＣＤＭＡ標準に従うダウンリンク音声／データ送信のためのおよびＨ
ＤＲ構成に従うダウンリンクパケットデータ送信のための、送信器ユニット４１０での信
号処理の図である。ダウンリンクは基地局から遠隔端末（またはユーザ装置（ＵＥ）、Ｗ
‐ＣＤＭＡ標準において使用される述語）への送信に当てはまり、そしてアップリンクは
遠隔端末から基地局への送信に当てはまる。
【００７１】
音声／データのための信号処理は図４に示される音声／データプロセッサ４１４ａにより
実行される。Ｗ‐ＣＤＭＡシステムの上位信号層は、特定の通信のための音声／データ（
例えば、音声、ビデオ、データなど）を搬送できる各トランスポートチャネルを有する、
多数のトランスポートチャネルの同時送信を支持する。各トランスポートチャネルのため
の音声／データは、トランスポートブロックとも呼ばれるブロックにおいて、それぞれの
トランスポートチャネル処理セクション６１０に供給される。
【００７２】
各トランスポートチャネル処理セクション６１０内では、各トランスポートブロックは、
ブロック６１２において、巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットを計算するために使用される。
ＣＲＣビットはトランスポートブロックに添付されて、エラー検出のために受信器ユニッ
トで使用される。多数のＣＲＣ符号ブロックはその後、ブロック６１４において、共に連
続的に連結される。もし連結後のビットの総数が符号ブロックの最大サイズより大きいな
らば、そのビットは多数の（均等なサイズの）符号ブロックにセグメント分けされる。各
符号ブロックはその後、ブロック６１６において、特定の符号化スキーム（例えば、畳込
み符号、ターボ符号）で符号化されるか、または少しも符号化されない。
【００７３】
レートマッチングはその後、ブロック６１８において、符号ビット上で実行される。レー
トマッチングはより高い信号層によって割り当てられたレートマッチング属性に基づいて
実行される。１実施形態に従って、レートマッチングはさらに、各スロットのための音声
／データ区画を定義するスロット区画パラメータに基づいて実行される。
【００７４】
アップリンク上のレートマッチングについて、ビットは各音声／データペイロードのため
に送信されるべきビット数が、配置された音声／データ区画内で利用可能なビット数とマ
ッチするように繰り返されるか、またはパンクチュアされる。ダウンリンク上では、Ｗ‐
ＣＤＭＡ標準に従って、使用しないビット位置は、ブロック６２０において、不連続送信
（ＤＴＸ）ビットで満たされることができる。ＤＴＸビットは送信が止められねばならな
い時を示し、そして実際には送信されない。１実施形態に従って、使用しないビット位置
はパケットデータ区画に好都合に割り当てられて、パケットデータ送信のために使用され
ることができる。
【００７５】
レートマッチングされたビットはその後、ブロック６２２において、タイムダイバーシテ
ィを提供するために特定のインターリービング・スキームに従ってインターリーブされる
。その間インターリービングが実行される時間間隔は、１セットの可能な時間間隔（即ち
、１０ミリ秒、２０ミリ秒、４０ミリ秒、または８０ミリ秒）から選択されることができ
る。インターリービング時間間隔は送信時間間隔（ＴＴＩ）とも呼ばれる。ＴＴＩは各ト
ランスポートチャネルと関連する属性であり、そしてＷ‐ＣＤＭＡ標準に従って、通信セ
ッションの間は典型的に変化しない。この中で使用されるように、“トラフィック”は特
定のトランスポートチャネル用の１ＴＴＩ以内のビットから成る。
【００７６】
選択されたＴＴＩが１０ミリ秒よりも長い時には、ブロック６２４において、そのトラフ
ィックはセグメント分けされて、連続的なトランスポートチャネル無線フレーム上にマッ
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プされる。各トランスポートチャネル無線フレームは１（１０ミリ秒）無線フレーム周期
に亘る送信に相当する。Ｗ‐ＣＤＭＡ標準に従って、１トラフィックは１、２、４、また
は８無線フレーム周期に亘ってインターリーブされてもよい。
【００７７】
すべての活動中のトランスポート処理セクション６１０からの無線フレームはその後、ブ
ロック６３０において、符号化された合成トランスポートチャネル（ＣＣＴｒＣＨ）上で
連続的に多重化される。ＤＴＸビットはその後、ブロック６３２において、送信されるべ
きビット数がデータ送信のために使用された物理チャネル上で利用可能なビット数とマッ
チするように、多重化された無線フレームに挿入されてもよい。再び、１実施形態に従っ
て、ＤＴＸビット位置はパケットデータ送信のために好都合に使用されることができる。
もし１以上の物理チャネルが使用されれば、ブロック６３４において、そのビットはその
物理チャネルの間でセグメント分けされる。各物理チャネルは種々のＴＴＩを有するトラ
ンスポートチャネルを運ぶことができる。各物理チャネルのための各無線フレーム周期内
のビットはその後、ブロック６３６において、追加のタイムダイバーシティを供給するた
めにインターリーブされる。インターリーブされた物理チャネル無線フレームはその後、
ブロック６３８において、それらのそれぞれの物理チャネルにマップされる。
【００７８】
図６はまたＨＤＲ構成に従うダウンリンクパケットデータ送信のための送信器ユニット４
１０での信号処理を示す。データプロセッサ４１４ｂ内部では、各データパケットは、ブ
ロック６５２において、ＣＲＣビットを計算するために使用される。ＣＲＣビットはパケ
ットに添付されて、エラー検出用の受信器ユニットで使用される。ＣＲＣビット、データ
ビット、および（もしあるなら）他の制御ビットはその後、ブロック６５４において、フ
ォーマットされる。フォーマットされたパケットはその後、ブロック６５６において、特
定の符号化スキーム（例えば、畳込み符号、ターボ符号）で符号化される。符号ビットは
その後、ブロック６５８において、パケットデータ送信を受信するために選択された遠隔
端末に割り当てられたスクランブリングシーケンスでスクランブルされる。
【００７９】
スクランブルされたビットは次に、ブロック６６０において、特定の変調スキームに従っ
て変調される。種々の変調スキーム（例えば、ＰＳＫ、ＱＰＳＫ、およびＱＡＭ）が，例
えば、送信のデータレートによって選択されたスキームで使用されることができる。変調
記号はその後、ブロック６６２において、インターリーブされる。記号はその後、ブロッ
ク６６４において、望ましい数の記号を得るためにパンクチュアされるか反復されてもよ
い。記号のパンクチャリング／反復はまた、スロット区間パラメータおよび割り当てられ
たパケットデータ区間に基づいて実行されることができる。記号はその後、ブロック６６
６において、デマルチプレクスされ、そしていくつかの物理チャネル上にマップされる。
【００８０】
図７は物理チャネルのための信号処理の図である。図７に示されるように、各物理チャネ
ル用の音声／データは、データプロセッサ４１４ａ内のそれぞれの物理チャネル処理セク
ション６４０に供給される。各物理チャネル処理セクション６４０内部で、データは、ブ
ロック６４２において、複素表示（即ち、同相および直交成分）に変換される。各物理チ
ャネル用の複素データはその後、ブロック６４４において、それぞれのチャネル化符号（
例えば、ＯＶＳＦ符号）でチャネル化（即ち、カバー）され、そしてその後、ブロック６
４６において、疑似ノイズ（ＰＮ）拡散符号で拡散される。拡散されたデータは、ブロッ
ク６４８において、音声／データ送信の送信パワーを調整するために、スケールされても
よい。
【００８１】
各物理チャネルについてパケットデータのための処理はそれぞれの物理チャネル処理セク
ション６７０により実行され、それは典型的にカバリング、拡散、およびスケーリングを
も実行する。すべての活動中の物理チャネル処理セクション６４０および６７０からの処
理されたデータはその後、ＴＤＭマルチプレクサ４１６に供給される。ＴＤＭマルチプレ
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クサ４１６は、受信されたデータをスロット内の固有の区画に時分割多重化する。遠隔端
末への送信にふさわしい変調された信号を発生するためのその後の信号処理は当技術分野
において既知であり、この中には記述されない。
【００８２】
図８および９はＷ‐ＣＤＭＡ標準に従うダウンリンク音声／データ送信およびＨＤＲ構成
に従うダウンリンクパケットデータ送信のための受信器ユニット４３０での信号処理の図
である。図８および９に示される信号処理は図６および７に示されるものと相補的である
。初めに、変調された信号が受信され、調節され、ディジタル化され、そして送信のため
に使用される各物理チャネル用の記号を供給するために処理される。各記号は特定の分解
能（例えば、４ビット）を有し、そして送信されたビットに相当する。記号はＴＤＭデマ
ルチプレクサ４３６に供給され、それは音声／データ記号をデータプロセッサ４３８ａに
、そしてパケットデータ記号をデータプロセッサ４３８ｂに供給する。
【００８３】
図８は物理チャネルのための信号処理を示す。各物理チャネル上に送信された音声／パケ
ットデータとパケットデータとは、受信された信号を固有の逆拡散およびデカバリング符
号で逆拡散およびデカバリングすることにより再生されることができる。図８に示される
ように、音声／データ記号は多数の物理チャネル処理セクション７１０に供給される。各
物理チャネル処理セクション７１０内部では、記号は、ブロック７１２において、送信器
ユニットで使用された同じＰＮ拡散符号で逆拡散され、ブロック７１４において、固有の
チャネル化符号でデカバーされ、そしてブロック７１６において、実記号に変換される。
各物理チャネル処理セクション７１０からの出力は、その物理チャネル上に送信された符
号化された音声／データから成る。パケットデータ用の処理は物理チャネル処理セクショ
ン７５０により同様の方法で達成される。
【００８４】
図９はＷ‐ＣＤＭＡ標準に従う物理チャネル上の音声／データ送信のための受信器ユニッ
ト４３０での処理を示す。データプロセッサ４３８ａの内部では、各物理チャネルのため
の各無線フレーム周期内の記号は、ブロック７２２において、デ・インターリーブされ、
そして送信のために使用されたすべての物理チャネルからのデ・インタリーブされた記号
は、ブロック７２４において、連結される。ダウンリンク送信については、（もしあるな
らば）送信されなかったビットは、ブロック７２６において、検出されて取り除かれる。
記号はその後、ブロック７２８において、種々のトランスポートチャネルの中でデマルチ
プレクスされる。各トランスポートチャネルのための無線フレームはその後、それぞれの
トランスポートチャネル処理セクション７３０に供給される。
【００８５】
各トランスポートチャネル処理セクション７３０の内部では、トランスポートチャネル無
線フレームは、ブロック７３２において、トラフィックの中に連結される。各トラフィッ
クは１つまたはそれ以上のトランスポートチャネル無線フレームを含み、そして送信のた
めに使用された特定のＴＴＩに相当する。各トラフィック内部の記号は、ブロック７３４
において、デ・インターリーブされ、そして（もしあるなら）送信されなかった記号は、
ブロック７３６において、取り除かれる。逆レートマッチングはその後、ブロック７３８
において、反復された記号を蓄積するために実行され、そしてパンクチュアド記号用の表
示を挿入する。トラフィック内の各符号化されたブロックはその後、ブロック７４０にお
いて、復号化され、そして復号化されたブロックは、ブロック７４２において、連結され
て、それらのそれぞれのトランスポートブロックにセグメント分けされる。各トランスポ
ートブロックはその後、ブロック７４４において、ＣＲＣビットを使用してエラーについ
て検査される。
【００８６】
図９はまたＨＤＲ構成に従うダウンリンクパケットデータ送信のための受信器ユニット４
３０での信号処理を示す。データプロセッサ４３８ａの内部では、多数の物理チャネルか
らの記号は、ブロック７６０において、共に多重化される。抹消がその後、ブロック７６
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２において、パンクチュアドビットのために挿入され、そして反復された記号は蓄積され
る。レートマッチされた記号は、ブロック７６４においてデ・インターリーブされ、ブロ
ック７６６において復調され、ブロック７６８においてデスクランブルされ、そしてブロ
ック７７０において復号される。デ・インターリービング、復調、デスクランブリング、
および復号は、送信器ユニットで実行された処理に相補的に実行される。復号されたデー
タは、ブロック７７２において、フォーマットされ、そして復号されたデータパケットは
、ブロック７７４において、ＣＲＣビットを使用してエラーについて検査される。
【００８７】
特定の送信のための音声／データおよびパケットデータ区間は単一のユーザのために使用
されることができ、または２つの異なるユーザのために使用されることができる。送信に
おける両区画を受信するために、図８および９に示される処理セクションが使用されるこ
とができる。もし遠隔端末が送信において音声／データ区画のみを受信していれば、ＴＤ
Ｍデマルチプレクサおよび音声／データプロセッサのみが必要である。同様に、もし遠隔
端末が送信においてパケットデータ区画のみを受信していれば、ＴＤＭデマルチプレクサ
およびパケットデータプロセッサのみが必要である。
【００８８】
明快なこととして、この発明の種々の局面は、２つのタイプのデータ、即ち、高速パケッ
トデータおよび音声／データについて記述している。この発明は２以上のタイプのデータ
を収容するために応用されることができる。各タイプのデータはスロット内のそれぞれの
区画により支持されることができる。
【００８９】
また明快なこととして、この発明の種々の局面は、Ｗ‐ＣＤＭＡ標準に従うＣＤＭＡシス
テムについて記述している。この発明はまた、例えば、ｃｄｍａ２０００標準のような他
のＣＤＭＡ標準に従うか、またはある他のＣＤＭＡ（ベースの）構成に従う、他のＣＤＭ
Ａ（ベースの）システム内で使用されるために応用されてもよい。
【００９０】
送信器ユニット４１０および受信器ユニット４３０の素子は種々の方法で実施されること
ができる。例えば、図４に示された各データプロセッサおよびコントローラは、１つまた
はそれ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣｓ）、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
ｓ）、プログラマブル論理装置（ＰＬＤｓ）、コントローラ、マイクロコントローラ、マ
イクロプロセッサ、この中に記述された機能を実行するために構成された他の電子ユニッ
ト、またはそれの組み合わせで、実施されることができる。また、ＡＳＩＣまたはＤＳＰ
は、送信器ユニット４１０内の複合素子（例えば、データプロセッサ４１４ａと４１４ｂ
とコントローラ４２２との組み合わせ）あるいは受信器ユニット４３０内の複合素子（例
えば、データプロセッサ４３８ａと４３８ｂとコントローラ４４２との組み合わせ）を実
施するように構成されることができる。
【００９１】
この発明の種々の局面および実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれの組
み合わせにおいて実施されることができる。例えば、図６乃至９において上述された信号
処理は、プロセッサ上で遂行されるソフトウェアにより実行されることができる。ソフト
ウェア実行のために、ソースコードがメモリユニット内に蓄積され、そしてプロセッサに
より遂行される。複数区画への送信間隔の区切りはまた、専用のハードウェア、プロセッ
サ上で遂行されるソフトウェア、またはそれの組み合わせにより実施されることができる
。
【００９２】
好ましい実施形態の前の説明は、この分野のいかなる技術者も本発明を製作または使用す
ることを可能とするために提供される。これらの実施形態への種々の変更は、この分野の
技術者にはたやすく明白であるだろうし、その中に定義された包括的な原理はさらなる発
明を必要とせずに他の実施形態に適用されてもよい。従って、本発明はその中に示された
実施形態に制限されるつもりはなく、しかしむしろこの中に開示された原理および新規な
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特徴と矛盾しない最も広い範囲が許容されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】　図１Ａは無線通信システム内の多数の遠隔端末に対して複数のタイプのサー
ビスを提供するためにそれぞれＦＤＭ、ＴＤＭ、およびＣＤＭ技術を図示する図である。
【図１Ｂ】　図１Ｂは無線通信システム内の多数の遠隔端末に対して複数のタイプのサー
ビスを提供するためにそれぞれＦＤＭ、ＴＤＭ、およびＣＤＭ技術を図示する図である。
【図１Ｃ】　図１Ｃは無線通信システム内の多数の遠隔端末に対して複数のタイプのサー
ビスを提供するためにそれぞれＦＤＭ、ＴＤＭ、およびＣＤＭ技術を図示する図である。
【図２Ａ】　図２Ａはそれぞれ、多数の音声／データユーザのためのおよび多数の音声／
データおよびパケットデータユーザのための、ＣＤＭシステム内の基地局からの送信パワ
ーのプロットである。
【図２Ｂ】　図２Ｂはそれぞれ、多数の音声／データユーザのためのおよび多数の音声／
データおよびパケットデータユーザのための、ＣＤＭシステム内の基地局からの送信パワ
ーのプロットである。
【図３】　Ｗ‐ＣＤＭＡ標準により定義されたような専用物理チャネルのためのフレーム
フォーマットおよびスロットフォーマットの図である。
【図４】　この発明の種々の局面を実施することができる通信システムの簡略ブロック図
である。
【図５】　特定の基地局からの多数の音声／データ送信および多数のパケットデータ送信
のための送信パワーのプロットである。
【図６】　Ｗ‐ＣＤＭＡ標準に従うダウンリンク音声／データ送信およびＨＤＲ構成に従
うパケットデータ送信のための送信器ユニットでの信号処理を示すブロック図である。
【図７】　Ｗ‐ＣＤＭＡ標準に従うダウンリンク音声／データ送信およびＨＤＲ構成に従
うパケットデータ送信のための送信器ユニットでの信号処理を示すブロック図である。
【図８】　Ｗ‐ＣＤＭＡ標準に従うダウンリンク音声／データ送信およびＨＤＲ構成に従
うパケットデータ送信のための受信器ユニットでの信号処理を示すブロック図である。
【図９】　Ｗ‐ＣＤＭＡ標準に従うダウンリンク音声／データ送信およびＨＤＲ構成に従
うパケットデータ送信のための受信器ユニットでの信号処理を示すブロック図である。
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